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ダイヘンは、社会的課題の解決に積極的に貢献する『研究開発型企業』を目指しています。
柱上変圧器や溶接機等は国内トップシェア。ワイヤレス充電システムは産業分野で多くの販売実績があり、
EV向けでも実証を積み重ねています〔大阪・関西万博で走行中ワイヤレス給電によるEVバスを運行予定〕。

パワーコンデイショナー
蓄電池システム

EV充電器

AGV用
ワイヤレス充電

システム
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電源ケーブルを使わずに、非接触で送電コイルから受電コイルへ電力を
伝送し、車載電池を充電する技術です

電 源

非接触で電力を伝送

直流
変換

車載
電池

・ リチウム電池等

交流
磁界

高周波電流
高周波電流

送電コイル 受電コイル

コイル間伝送効率は約95%
※

ワイヤレス充電とは

※EV向けの場合コイル間距離は20cm程度
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走行中給電の特徴

 走行中給電は、CO2とコストの削減に寄与します
 車載バッテリ小型化によるコストの削減、カートの小型化、電費向上、バッテリ生産時のCO2削減
 太陽光発電量が多い昼間に給電することによる再エネ電力の最大活用

 走路上で充電することで、土地・時間・マンパワーの削減になります
 充電のための追加敷地不要
 充電のための停車不要（カート(パレット)の回転率向上、速達性確保）
 充電のための人手不要

定期的に停車し、人によるバッテリ交換が必要（予備バッテリーが必要）

走行中給電

定期的に停車し、人による急速充電が必要(予備カートが必要）

走行中にちょこちょこ充電(完全自動化)

有線充電器

バッテリ交換式 STATION

3

バッテリー小型化
に伴う

カートの小型化

バッテリー

積み荷
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接触式／非接触式給電の特徴

出所）スウェーデン運輸省“Traf i kve rke ts p rogram för  e lvägar .” ht tps : / /docp laye r . se /155193230-Tra f i kve rke ts -

p rogram-for-e lvagar-nvf- jan-pe t te rssont ra f i kve rke t -p rogramchef .h tm l 2024年7月23日取得

 走行中給電システムには、接触式と非接触式（ワイヤレス）があります。

 接触式は大容量の電力を給電できますが、摩耗や物理的破損のリスクがあります。

 非接触式は摩耗がなくメンテナンスフリーですが、大容量の電力供給には漏洩磁界の低減が必要です。

尚、パレット走行であれば大容量給電は不要と考えられます。

懸念事項利点

• 機械的摩耗による定期的交換
費用の増大

• 接触摩耗で生じる粉塵の環境
への影響

• 接触ミス等による物理的破損
のリスク

• 高速走行するほど摩耗が大き
く、運行速度に制限が生じる

• 大電力供給が容易
（数百kW級）

• 単純な機器構成で、
技術的に容易接

触
式

• 設置/車載搭載物のコストが
接触式より高い

• 大電力を供給する場合は、法
規適合するように漏洩電磁界
の低減が必要
(※人の立ち入らない場合の基
準適合は比較的容易と考えら
れる)

• 運行時の摩耗が無いた
めコイル部分はメンテ
ナンスフリー。
粉塵も発生しない

• 走行速度による制限が
ない

非
接
触
式

路
面
パ
ン
タ
式

路
面
レ
ー
ル
式

路
側
レ
ー
ル
式

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

非
接
触
方
式

路
面
レ
ー
ル
式

接触式
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ダイヘンが開発している
走行中ワイヤレス給電システム(DWPT)
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 DWPTは「コイル式」と「平行二線式」を開発しています。

➣ 「コイル式」は高出力化が可能であり、EV(バス、トラック含む)向けで開発を進めています。

➣ 低出力でも対応可能ならば、埋設コストの安い「平行二線式」が採用できます。

懸念事項構成および利点
• 絶縁や耐水性を確保する
ため、車体踏みつけに耐
えうるコイル構造が必須

→平行二線式と比較して、
設置コストが高い

• 道路に「送電コイル」を
複数敷設

• 送電コイル上を通過する
たびに、車体底面に搭載
した受電コイルに給電

→平行二線式と比較して、
高出力化が可能

→漏洩磁界はコイルを通過
した時のみに限定

コ
イ
ル
式

になる

• 漏洩磁界は導体全体から
常時発生(法規には適合)

→法規適合対応するため、
コイル式と比較して低
出力になる

• 道路に「導体」を連続し
て敷設

• 車両が導体上にある間、
連続して給電

• コイル式と比較して構造
が簡便

→強度を担保した埋設が容
易なため、コイル式と比
較して設置コストが安い

平
行
二
線
式

電源装置

地上側送電コイル

車両側受電コイル

バッテリー
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自動物流道路への導入メリット等
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 自動物流パレット等の仕様、自動物流道路の整備延長等が判明した後、「自動物流パレットの調達・
運用費用」と「インフラ側の整備・維持管理費用」のトータルコストが最も安くなる最適組み合わせの
試算を行います。

インフラ側の整備コストが

他の充電方式に比べて高い

バッテリー小型化による初期導入・
運用コスト低減

バッテリ製造時のCO2排出量削減

車体軽量化による電費向上

摩耗が無いことによるメンテナンス
コスト低減

充電のための停車不要、敷地不要、人手
不要

テキストが入ります① テキストが入ります①

マイナス要因

プラス要因

メリット デメリット

コスト
低減効果

脱炭素
効果

コスト増要因

自動物流道路への走行中ワイヤレス給電の導入メリット・デメリット

車載バッテリー容量 ワイヤレス給電システム設置数

コイル式 平行二線式
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早期に実験着手可能な環境を
有しています
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大分県杵築市の大規模実験設備
(写真は平行二線式、コイル式も構築中)

 ダイヘンは「コイル式」「平行二線式」の両方式で走行中ワイヤレス給電の実証実績を有しています。

平行二線式は産業機器向けで販売実績有。コイル式も大阪・関西万博でEVバスを運行予定です。

 自動物流道路に有用な走行中ワイヤレス給電の見極めに寄与する実験は早期に着手可能

 今後各種スペックが明確化すれば、それを基にした走行中ワイヤレス給電の機器仕様、自動物流道路に
敷設する最適な機器数、およびそれらに基づく脱炭素効果も試算可能
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